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おんせい

「障がいの社会モデル」とは
しょう しゃかい

　「立って歩けない」、「目が見えない」、「耳が聞こえない」等の心身機能の制約が「障がい」と捉えられがちです

が、「階段しかない建物」や「高いところに商品を置いた陳列」など、

みめた ある

かいだん たてもの たか しょうひん お ちんれつ

みみ き とう きのうしんしん せいやく しょう とら

※　「こころと社会のバリアフリーハンドブック　障害ってどこにあるの？」（国土交通省）

　　https://www.mlit.go.jp/common/001250069.pdf を編集して作成

しゃかい しょうがい

へんしゅう さくせい

こくど こうつうしょう

しょう ひとたよう だつくかんが しょうへきしゃかいてきしゃかい

だう

かんが かた

しゃかいてき のぞとしょうへき しゃかい せきむ

障がいは、社会に多様な人がいることを考えずに作り出された社会的障壁に

よって生み出されるものであり、この社会的障壁を取り除くのは、社会の責務

であるという考え方が

◆ 身の回りの様々な障壁（バリア）
しょうへきみ まわ さまざま

物理的
バリア

ぶつりてき

制度的
バリア

せいどてき

文化・情報
のバリア

ぶんか じょうほう

心の
バリア

こころ

　交通機関、道路、建物等において利用者に移動面
で困難をもたらす物理的なバリアのことを言いま
す。

たてもの とう りようしゃ いどうめんこうつう きかん どうろ

こんなん いぶつりてき

●建物の入口に階段しかない。

●低い位置にある看板などの突起物は白杖では確認

できないため危険。

●視覚障がい者誘導用ブロックが敷

かれていない通路は、視覚に障がい

のある方にとっては、移動が困難。

かいだんたてもの いりぐち

ひく

きけん

しかく

しかくつうろ しょう

かた いどう こんなん

しょう しゃ ゆうどうよう し

いち かんばん とっきぶつ はくじょう かくにん

　社会のルール、制度によって、障がいのある方が
能力以前の段階で機会の均等を奪われているバリア
のことを言います。

せいど しょう かたしゃかい

のうりょく いぜん

い

だんかい きかい きんとう うば

　情報の伝え方が不十分であるために、必要な情報
が平等に得られないバリアのことを言います。

じょうほうひつようふじゅうぶんじょうほう つた かた

えびょうどう い
　周囲からの心ない言葉、差別や無関心等、障がい
のある方を受け入れないバリアのことを言います。
　障がいに対する誤った認識から生まれます。

しょうとうむかんしんさべつことばこころしゅうい

かた

しょう たい あやま にんしき う

う い い

●書面の交付、資料の送付、パンフレットの提供等を拒

まれることがある。

●賃貸物件の入居を希望する障がいのある方に対し

て、障がいを理由とする誓約書の提出

を求められることがある。

しりょう そうふ ていきょうとう こばしょめん こうふ

ちんたい ぶっけん にゅうきょ きぼう しょう かた たい

もと

しょう りゆう せいやくしょ ていしゅつ

●点字、手話通訳のない講演会。

●視覚に頼ったタッチパネル式のみ

の操作盤、音声のみによるアナウン

ス。

●分かりにくい、難しい言葉など。

こうえんかいてんじ しゅわ つうやく

しかく

そうさばん おんせい

わ むずか ことば

たよ しき
●精神障がいのある方は何をするか

分からないから怖いという偏見や

犯罪と結びつける発想。

●理解せずに、かわいそうな存在だと決めつけたり、

障がいのある方に対する高圧的な態度など。

せいしんしょう かた なに

はんざい むす はっそう

たい こうあつてき たいどしょう かた

りかい そんざい き

わ こわ へんけん

「障がいの社会モデル」　です。
しょう しゃかい


